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～水撃防止逆止弁活用のお役立ち情報紙～ 
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担当者の一ヶ月 

皆さま、どうぞ良いお年をお迎え下さい。今年一年大変ありがとうございました。 

石崎製作所からのお知らせ 
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スモレンなんでも相談ダイヤル 

 こんにちは。今年もいよいよ残り少なくなってきました。
今年は昨年から続くバルブ素材の値上がりで皆様には大変ご
迷惑をおかけいたしました。茨城工場では地面に霜柱が降る
この頃ですが、寒さに負けず皆様の納期に間に合うよう全員
で頑張っております。 

 さて、今月号ではウォータハンマ事例を久しぶりにご紹介
したいと思います。勉強会で皆様の事業所を訪問させて頂い
て、いろいろお話をお聞かせ頂きますと、皆様、事例には大
変関心が高く、ご質問も多くなっています。そこで、今回は
最近の事例のご紹介と解説を特集いたしました。皆様のご参
考になれば幸いです。 

バルブ事業部長 

今月は「ウォータハンマ事例」特集です。 

 ウォータハンマは様々な原因によって発生します。皆

様の中にもウォータハンマの原因が特定できず、対策に

困ったご経験がある方も多くいることと思います。適切

な対策を講じませんと費用と時間が無駄になります。 

 今月号はビルと工場における最近のウォータハンマの

事例のご紹介と解説をさせて頂きます。文章中分かりに

くい箇所もあるかと思いますが、内容でご不明な点など

ございましたらご遠慮なくお問合せ下さい。 

今月の目次 

・ご挨拶（柿沼事業部長） 

・特集「ウォータハンマ事例」 

～最近のウォータハンマ事例のご紹介です～ 

・石崎製作所からのお知らせ 

ビルにおけるウォータハンマ （その1）  【スイングチャッキでのハンマ】               済生会神奈川県病院 

 昭和60年に新館として新築した8階建の揚水ライン

からポンプ停止時に騒音と振動が発生しています。毎日

2・3回発生するので当たり前のことのように思ってい

ましたが、配管を支持しているコンクリート土台が破損

してしまいました。 

相談内容 

 鋳鉄製標準品の10K、口径40Aから100AまでのスモレンSM型の内部部品が耐久性に優れたステ

ンレス部品になりました。 

 平成19年12月30日から平成20年1月6日まで休業とさせて頂きます。年始の御使用分のご注文は早めにお

願い致します。 

 新年は1月7日より平常どおり営業を致しております。来年もスモレンスキチャッキバルブをよろしくお願

い致します。 

スモレン鋳鉄製の標準品が定価据え置きでグレードアップしました。 

 SM型10K標準品は従来より弁棒、下部ガイ

ド、スプリングには耐久性を考慮してSUS304

を使用していました。しかし、最近の傾向とし

て連続運転されるケースも増えていることから、

弁体、弁座、上部ガイドを従来の黄銅材から

SUS304に変更いたしました。これにより、使

用頻度の低いバイパス弁を除いて、摺動部は全

てSUS304となり、耐久性は大きく高まりまし

た。定価は据置ですので、是非、御使用をご検

討下さい。 

㈱石崎製作所より年末年始の休業のお知らせ 

※今回の変更により緩衝傘は上部ガイドと 

 一体になりましたが、面間などボディ寸 

 法、ボディ形状などは変わりません。 

現場確認と対策 

 配管は10Ｋ管径125Ａで2台のポンプで交互運転をし

ている揚水ラインでした。ウォータハンマという現象を知

らなかったため、配管の支持にローラーを設置して揺れを

逃がすという対策をとっていました。ウォータハンマの原

因はポンプ停止時の揚水ラインよりの逆流でスイング

チャッキが閉鎖遅れを起こしているためでした。スモレン

に交換しウォータハンマは完全に解消されました。 

 スイングチャッキでは逆流の力で弁を閉じるために逆流

の圧力をもろに受けてしまいます。そのために、管内圧力

も著しく高まりウォータハンマが発生します。また、口径

も125Ａと大きくなりますと、弁体の重量も重く、逆流で

激しく閉まる衝撃も加わり、ウォータハンマは一層激しく

なります。スモレンスキチャッキバルブは一次側と二次側

がほぼ同圧の時にバネにより弁体を閉じるため、管内圧力

の変動がほとんど起きず、ウォータハンマを発生させませ

ん。 
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工場におけるウォータハンマ （その2）  【スモレンと吸気弁のコンビでハンマ解決】                 DOWAメタル 

 スモレンを設置しているのにウォータハンマ 

が起きています。原因が分かりません。発生ラインは地下

2階の受水槽から42階の屋上の高置水槽へのラインで発生

しています。 

相談内容 

 鋳造設備の冷却ラインでウォータハンマが発生してい

ます。当初よりスイングチャッキの閉鎖音は大きかった

が、最近になって工場内に鳴り響くようなすごい音が発

生しています。スモレンへの変更で解消できますか？ 

相談内容 

現場確認と対策 

 末端の放水ラインは6系統あり、3～5分ごとにポン

プの起動停止があるため、騒音と振動が頻発している状

態でした。配管は50Aでタービンポンプとレシーバタ

ンクの間にY形ストレーナーとスイングチャッキが設置

されています。ポンプ停止時にスイングチャッキがレ

シーバータンクの圧力による逆流で閉鎖遅れを起こして

ウォータハンマを発生させていました。レシーバタンク

とチャッキバルブが近接しているため逆流の到達時間が

短く、スモレンでも標準のスプリングでは閉鎖遅れが懸

念される配管でした。そのため、スプリングを10倍に

設定したスモレンにチャッキを変更したところ、レシー

バタンクよりの逆流到達前に弁体が閉じられ、ウォータ

ハンマは解消でき、騒音や振動が全く無くなりました。 

  

 仮説工事用の処理水を放水するラインで、ポンプ停止

時にウォータハンマが発生し、頻繁に騒音と振動が発生

している。現場よりのクレームで解決方法を探していた

ところ、弊社のホームページを見て「スモレンなんでも

相談ダイヤル」に相談した。 

相談内容 

工場におけるウォータハンマ （その1）   【スモレンのバネを10倍にしてハンマ解決】            八尾飛行場 

ビルにおけるウォータハンマ （その2）  【水柱分離のウォータハンマ防止器での解決】       東雲高層マンション 

工場におけるウォータハンマ （その3）  【スモレンと電気フロートレベルスイッチのコンビで解決】   Ｎ鋼板 船橋工場 

Ｐ
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吸気弁設置箇所 

現場確認と対策 

 配管は管径200A、揚程が14ｍ、横引きが130ｍ近く

ある配管になっています。スイングチャッキよりの閉鎖音

はスモレンへの変更で解消できますが、横引きが長いため

水柱分離によるウォータハンマの可能性も考えられました。   

 チャッキをスモレンに変更したところ、スイングチャッ

キの閉鎖音は解消されましたがウォータハンマは解消され

ませんでした。ポンプから14ｍ上がった後の長い横引き

の配管で水柱分離が原因のウォータハンマが起きていると

判断されました。発生箇所としてポンプから上がった後

10ｍで90゜曲がっているエルボ部分が考えられました。

ポンプ停止時にエルボ部分を境に進む水と逆流する水が発

生し水柱分離の原因である負圧が発生しやすくなるからで、

その箇所に吸気弁を設置したところシューと空気を吸い込

み、ウォータハンマが解消されました。 
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現場確認と対策 

 配管は管径65Ａ地下二階の受水槽から42階の屋上にあ

る高置水槽への揚水ラインで、2台のポンプによる交互運

転を行っています。現地にてウォータハンマの発生箇所の

調査をしたところ、スモレンスキチャッキバルブからの発

生はありませんでした。屋上の鳥居配管になっている箇所

よりウォータハンマの発生が確認され、水柱分離が原因と

判断されました。吸気弁にての解消は、飲料水ラインなの

で外気を入れられないため吸気弁設置は見送られました。

対策としてウォータハンマ防止器を鳥居配管のハンマ発生

箇所から10ｍ下に設置することでウォータハンマは解消

されました。ウォータハンマ防止器は通常管内圧力を吸収

するために設置しますが、今回のように10ｍ下につけ、

圧力をかけることで常に防止器内に水を入れておき、負圧

発生時に防止器内の水で負圧を埋めることができるのです。  配管系統図 

ウォータハンマ防止器 

現場確認と対策 

 現場の配管は10Ｋ管径150Ａで道路を挟んだ第一工

場と第二工場の壁伝いに組まれ、揚程が15m、横引き

は約130ｍで、チャッキはスイングチャッキが組み込

まれていました。現場での発生箇所の確認ではスイング

チャッキの閉鎖遅れとエア溜りが原因と思われるウォー

タハンマの発生が確認されました。 

 スイングチャッキの閉鎖遅れはスモレンスキチャッキ

バルブへの変更で解消できましたが、空気溜りの発生原

因は廃液を送る水中ポンプが廃液槽の底に設置されポン

プ制御が廃液槽の床面レベルまで吸い込むように設定さ

れていたため空気が混入したものと考えられました。対

策として電気フロートレベルスイッチを設置して空気の

混入を避けるレベルに設定を変更したところウォータハ

ンマは解消されました。 

  

 鋼板生産ラインから出た廃液を産廃処理設備に送るラ

インでポンプ停止時にウォータハンマが起こっています。

うるさい工場でも気になるほどの騒音であり何とか解消

できないか？との相談でした。 

相談内容 
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第一工場 第二工場 
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